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発光材料としても期待される単層遷移金属ダイカルコゲナイドの発光強度を増強する方法に関

しては、単層 MoS2について超酸処理[1]や、その後の UV 光照射[2]などの方法が報告されている。

我々は単層 WS2 に関して、真空中での UV 光照射だけで発光が増大する現象を観測したので報告

する。 

WS2 単層膜は全ガス原料 CVD 法により、熱酸化膜を形成した Si 基板上に成膜した。試料は顕

微鏡用クライオスタット中にセットし、試料周囲の空間は 10Pa 程度以下の真空に保った。励起に

は波長 405nm の連続波レーザー（50W~200W）を用い、40 倍対物レンズを用いた共焦点光学系

によって微小領域からの PL 信号を得た。実験はすべて室温で行った。 

発光スペクトルの変化の様子を励起光照射開始後 1000 秒までについて図１(a)に示す。数百秒

程度の 405nm 光の照射によって顕著な発光強度の増大と発光線幅の増大が起こっている。この例

では PL 積分強度は約 15 倍に増大している。前述の MoS2 の超酸処理による発光増大では、発光

強度増大に伴ってスペクトル幅はほとんど変化しなかったが、我々の結果では明確に広がってお

り、この点では大きく異なる。PL 強度の 2 次元的マッピングを行った結果が、図 1(b)に示されて

いる。中心が長時間励起光を照射した場所であるが、PL 増大の効果は励起光のスポット径程度の

領域に限定されていることが分かる。発光の積分強度の時間変化の様子、および別条件での結果

を図 1(c)に示す。図の通り、このような PL 強度の増大は大気中での 405nm 光照射では起こらず、

また、励起レーザー波長を 532nm にすると、PL 強度はむしろ若干の減衰を示すだけで増大するこ

とはなかった。発光強度の増大が起こっている位置で、ラマンスペクトルに変化が起こるかどう

かを調べるために、405nm 光照射後に励起レーザーを波長 532nm に切り替え、ノッチフィルター

を挿入して顕微ラマン信号を取得した。発光強度の増大に伴ってラマン信号に PL 信号の裾が重

畳するが、その影響を除けば 355cm-1

付近の𝐸 モードの強度は、405nm 光

未照射の場所と比べて大きな違いが

なかった。 

講演では励起波長依存性、圧力依存

性についても議論したい。 
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図 1: (a) 単層 WS2の発光強度増大過程。(b) UV 照射位置の周りの PL 強

度マッピング。(c) 積分強度の時間依存性。 大気中での 405nm 光

照射や、真空中での 532nm 光照射では PL 強度は増大しなかった。 
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